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■
全
員
同
意
型
の
権
利
変
換 

権
利
者
の
権
利
変
換
計
画
に
対
す
る
合
意
形

成
に
向
け
て
本
格
的
な
調
整
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
確
定
後
の
平
成
二
十
一

年
度
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

ア
パ
レ
ル
営
業
の
テ
ン
ナ
ン
ト
を
含
め
同
意

対
象
と
な
る
関
係
権
利
者
は
、
176
名
（
う
ち
抵

当
権
者
10
名
）
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
権
利
者
の

全
員
同
意
を
得
て
行
う
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、

中
部
圏
で
は
前
例
が
な
く
、
ま
た
、
全
国
の
地

方
都
市
で
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
。
他
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
か
ら
は
、
「
当
然
、
全
員
同
意
で
は
な

く
縦
覧
型
で
進
め
る
の
で
す
よ
ね
」
と
も
言
わ

れ
た
。 

し
か
し
、
ア
パ
レ
ル
産
業
の
発
展
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
故
山
内
道
夫
理
事
長
の
「
世
代
は

変
わ
っ
て
も
、
苦
労
を
し
て
ア
パ
レ
ル
産
業
を

築
い
て
き
た
仲
間
。
将
来
に
変
な
凝
り
を
残
さ

な
い
た
め
に
、
100
％
の
満
足
は
得
ら
れ
な
く
と

も
、
皆
が
納
得
し
て
事
業
を
進
め
た
い
」
と
い

う
強
い
意
向
を
受
け
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

着
工
時
期
に
関
す
る
合
意
事
項
を
守
る
た
め
、

平
成
二
十
一
年
八
月
末
ま
で
に
全
員
同
意
を
得

る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
役
員
等

が
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
き
た
こ
と
や
特
定
業

務
代
行
者
が
営
業
者
の
移
転
先
や
代
替
地
を
精

力
的
に
斡
旋
・
確
保
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、

多
く
の
権
利
者
が
合
意
し
た
も
の
の
、
一
部
権

利
者
と
の
折
衝
は
難
航
し
、
目
標
期
限
を
過
ぎ

て
も
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
連
日
の
よ
う

に
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
数
人
の
権
利
者
に
対

応
し
、
最
終
的
に
は
理
事
長
と
権
利
者
が
話
し

合
い
、
平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
に
全
員
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

計
画
で
は
、
当
初
、
ア
パ
レ
ル
産
業
の
集
積

が
目
指
さ
れ
た
が
、
多
く
の
営
業
者
が
地
区
周

辺
の
空
き
店
舗
で
の
営
業
を
希
望
又
は
事
業
を

契
機
と
し
た
廃
業
を
望
ん
だ
た
め
、
１
階
店
舗

部
分
は
、
ビ
ル
内
で
営
業
継
続
を
希
望
し
た
権

利
者
の
権
利
床
の
み
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
特
に
、
営
業
者
の
意
向
に
よ
り
、
通
り
に

面
す
る
部
分
に
外
向
き
の
区
画
店
舗
を
配
置
し
、

連
続
性
の
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
タ
イ
プ
の
ア
パ
レ

ル
店
舗
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
多
く
の
権
利
者
が
転
出
す
る
一
方
、

従
前
よ
り
テ
ナ
ン
ト
に
賃
貸
し
て
い
た
権
利
者

や
戦
後
に
親
が
苦
労
し
て
築
い
た
資
産
を
受
け

継
い
だ
権
利
者
の
多
く
が
、
不
動
産
と
し
て
権

利
を
残
し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
東
棟
の
２
階
商
業
床
と
駐
車
場
に
共
有
床

と
し
て
権
利
変
換
し
た
。
ま
た
、
住
宅
を
希
望

し
た
権
利
者
16
名
に
は
、
参
加
組
合
員
と
調
整

し
、
一
定
の
条
件
で
優
先
的
に
住
宅
を
確
保
し

た
。
保
留
床
は
、
参
加
組
合
員
が
住
宅
254
戸
を
、

特
定
業
務
代
行
者
が
西
棟
の
２
階
以
上
の
業

務
・
ホ
テ
ル
を
取
得
し
た
。
ま
た
、
当
初
、
権

利
床
と
し
て
計
画
し
た
東
棟
３
階
・
４
階
の
業

務
床
は
、
最
終
段
階
で
権
利
者
が
転
出
す
る
こ

と
に
な
り
、
や
む
な
く
保
留
床
と
な
っ
た
。
権

利
変
換
計
画
の
認
可
段
階
で
は
、
保
留
床
処
分

の
目
処
が
付
い
て
お
ら
ず
、
権
利
者
か
ら
不
安

の
声
も
あ
っ
た
が
、
万
が
一
処
分
が
で
き
な
い

場
合
は
、
正
副
理
事
長
が
中
心
と
な
っ
て
買
い

取
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
着
工
後
、
岐
阜

市
信
用
保
証
協
会
が
現
地
建
替
え
を
検
討
し
て

い
る
情
報
を
入
手
、
岐
阜
市
の
協
力
を
得
て
積

極
的
な
誘
致
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
３
階
を
当

該
協
会
に
取
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

４
階
は
、
第
三
者
処
分
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
竣

工
前
に
、
正
副
理
事
長
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

し
た
会
社
（
㈱
岐
阜
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
開
発
。

以
下
「
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
開
発
」
）
が
、
駐

車
場
255
台
と
併
せ
て
買
い
取
っ
た
。
現
在
、
４

階
は
、
岐
阜
大
学
が
駅
前
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
進
出
し
、
ま
た
、
大
手
生
命
保
険

会
社
が
入
室
し
て
い
る
。 

完成！ 問問
屋屋
町町
西西
部部
南南
街街
区区
第第
一一
種種
市市
街街
地地
再再
開開
発発
事事
業業  

～
岐
阜
駅
前
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
「
岐
阜
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
」
の
誕
生
～ 

足
か
け
20
年
、
総
事
業
費
約
170
億
円
、
関
係
権
利
者
176
名
、
全
員
同
意
の
権
利
者
数
で
は

中
部
圏
最
大
規
模
の
再
開
発
事
業
「
岐
阜
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
」
が
昨
年
八
月
に
完
成
し
た
。

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
容
を
紹
介
す
る
。 

浅
野 

泰
樹 

堀
内 

研
自 

山
崎 

崇 

山本寛斎氏のオブジェ

ホテルドーミーイン

岐阜駅前 

(152室) ６〜11階 

天然温泉の大浴場

が魅力のビジネス

ホテル。 

立体駐車場（409 台） 

上層階はマンションやオフィスなど

の月極利用、低層階は 30 分 150

円等の時間利用が可能。自走式で

車室も広いので使いやすい。 

ザ・ライオンズ 

一条タワー岐阜 

(270 戸) ５〜37 階

参加組合員㈱一条

工 務 店 ・ ㈱ 大 京 が

254 戸の分譲販売を

行い、すでに完売。

オール電化、床暖房

など充実した設備と

駅直結の利便性が

好評。16 戸は権利

者住宅。 

西棟オフィスフロア 

２〜５階 

西棟の 2～11 階は

特定業務代行者の

戸田建設が取得。

オフィスフロアには

金融機関、保険会

社が入居。 

西棟商業フロア 

１階 

権利者店舗によ

る商業フロア 

東棟商業フロア 

１階 

権利者によるアパレ

ル中心の店舗と権

利者の十六銀行が

入店。 

東棟商業フロア 

２階 

コンビニエンススト

ア 、 英 会 話 ス ク ー

ル、エステサロン、

弁護士事務所など

のテナントが出店。 

東棟オフィスフロア 

３〜４階 

３階は岐阜市信用

保証協会が取得。 

４階には岐阜大学サ

テライトキャンパス

がオープン。 

歩行者デッキ  

２階 

２階レベルで３棟を

繋ぎ、JR 岐阜駅に

直結。 

岐阜スカイウイング 37 の施設構成 

駐車場 
入口 

１階 

２階 

３階 

37 階

西棟 駐車場棟 

東棟 

屋根付デッキで 
JR 岐阜駅に直結 

Ｐ

Ｐ

Ｐ

 

電気自動車用充電器

防災 
センター 
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■
管
理
運
営 

①
管
理
組
合
・
部
会
に
よ
る
管
理
形
態 

岐
阜
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
は
、
３
棟
構
成
の

複
合
用
途
・
複
数
床
所
有
か
ら
な
る
区
分
所
有

建
物
で
あ
る
。
共
用
部
分
は
、
全
体
共
用
部
分

の
他
に
、
用
途
間
の
一
部
共
用
部
分
が
８
種
類

に
も
及
ん
で
い
る
。
「
建
物
の
区
分
所
有
に
関

す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
区
分
所
有
法
）
」
に
基
づ

き
、
床
所
有
者
か
ら
な
る
管
理
組
合
を
組
織
し

て
い
る
。
し
か
し
、
管
理
組
合
で
は
、
圧
倒
的

に
専
有
床
面
積
の
大
き
い
住
宅
の
所
有
者
が
多

く
の
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
管

理
を
管
理
組
合
の
一
元
的
な
管
理
に
委
ね
れ
ば
、

苦
労
し
て
事
業
を
遂
行
し
て
き
た
権
利
者
の
意

志
が
管
理
組
合
の
中
で
尊
重
さ
れ
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
管
理
組
織
と
し
て
は
複
雑

と
な
る
が
、
全
体
共
用
部
分
を
管
理
す
る
「
全

体
管
理
組
合
」
の
他
に
、
一
部
共
用
部
分
を
管

理
す
る
「
部
会
」
を
組
織
し
て
い
る
。
８
種
類

の
共
用
部
分
の
構
成
員
を
考
慮
し
、
組
織
運
営

が
煩
雑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
四
部
会
（
西
棟
部

会
、
東
棟
部
会
、
東
棟
施
設
部
会
、
住
宅
部
会
）

を
設
置
。
全
体
管
理
と
の
調
和
を
前
提
に
、
各

部
会
に
管
理
者
と
な
る
部
会
長
を
置
き
、
部
会

総
会
に
お
け
る
当
該
共
用
部
分
の
自
主
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

②
特
定
管
理
方
式
の
導
入 

区
分
所
有
建
物
の
外
壁
は
、
区
分
所
有
法
で

は
全
体
共
用
部
分
で
あ
り
、
本
来
、
東
棟
の
業

務
・
店
舗
の
外
壁
で
あ
っ
て
も
住
宅
の
区
分
所

有
者
も
管
理
に
つ
い
て
応
分
の
負
担
が
求
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、
建
物
の
形
態
上
、
理
解
し
難

く
、
ま
た
、
外
壁
の
修
繕
等
が
生
じ
た
場
合
、

修
繕
内
容
に
つ
い
て
住
宅
所
有
者
の
意
向
を
反

映
す
る
必
要
が
あ
り
、
迅
速
な
対
応
が
困
難
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
法
定
共
用
部
分

で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
者
（
部
会
等
）
に
、
そ

の
者
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
、
使
用
・
管
理

を
委
ね
る
「
特
定
管
理
方
式
」
を
規
約
で
定
め
、

公
平
な
負
担
と
円
滑
で
合
理
的
な
管
理
が
可
能

な
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。 

③
管
理
規
約
の
制
定
と
管
理
会
社
の
選
定 

こ
う
し
た
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
管

理
組
合
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
で
あ
ろ
う
再

開
発
組
合
の
理
事
を
中
心
に
管
理
検
討
部
会
を

組
織
し
、
約
40
回
に
及
ぶ
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

協
議
の
過
程
で
は
再
開
発
組
合
と
管
理
組
合
の

違
い
や
難
し
い
管
理
内
容
に
戸
惑
う
理
事
も
い

た
が
、
徐
々
に
管
理
面
で
の
知
識
が
蓄
積
さ
れ

る
中
で
、
「
ビ
ル
が
完
成
し
た
後
は
自
分
た
ち

の
力
で
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の

勉
強
で
あ
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
管
理
組
合
の
管
理
業
務
を
委
託

す
る
管
理
会
社
に
つ
い
て
は
、
選
定
委
員
会
を

組
織
し
、
複
数
の
管
理
会
社
か
ら
の
企
画
提
案

を
協
議
・
検
討
し
、
選
定
し
た
。 

④
商
業
床
の
管
理
運
営 

２
階
商
業
床
は
32
名
（
相
続
に
よ
り
現
在
は

31
名
）
の
共
有
と
な
っ
た
。
相
続
や
譲
渡
に
よ

る
資
産
の
細
分
化
が
懸
念
さ
れ
、
将
来
に
わ
た

っ
て
の
資
産
保
全
を
如
何
に
は
か
る
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
全
共
有
者
の
同

意
の
も
と
に
定
款
を
定
め
、
資
産
保
全
を
目
途

と
し
た
民
法
上
の
組
合
（
問
屋
町
商
業
共
同
組

合
）
を
設
立
し
た
。
一
方
、
商
業
床
は
、
権
利

者
が
安
定
的
な
収
入
を
期
待
す
る
資
産
で
あ
り
、

組
合
員
の
合
議
制
を
原
則
と
す
る
組
合
で
は
、

社
会
・
経
済
の
変
動
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

で
き
な
い
恐
れ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
権
利
者

が
出
資
者
と
な
り
、
発
言
権
を
有
し
つ
つ
も
、

不
動
産
の
運
用
に
関
し
て
は
一
定
の
者
に
権
限

を
委
ね
ら
れ
る
株
式
会
社
（
㈱
問
屋
町
商
業
開

発
。
以
下
「
商
業
開
発
」
）
を
設
立
し
、
商
業
開

発
が
共
同
組
合
よ
り
床
を
賃
借
し
、
テ
ナ
ン
ト

に
転
貸
す
る
方
式
を
採
用
し
た
。
前
掲
の
保
留

床
取
得
会
社
・
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
開
発
が
そ

の
役
割
を
担
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、

借
入
金
リ
ス
ク
を
負
う
会
社
と
借
入
金
リ
ス
ク

の
な
い
商
業
開
発
と
の
分
離
が
求
め
ら
れ
、
最

終
的
に
は
、
経
費
面
を
考
慮
し
、
商
業
開
発
が

ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
開
発
に
管
理
運
営
業
務

を
全
面
的
に
委
託
す
る
こ
と
で
事
業
組
織
の
ス

リ
ム
化
を
図
っ
て
い
る
。 

 ■
事
業
の
特
徴 

①
県
内
最
大
規
模
の
住
宅
供
給
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成 

再
開
発
の
初
期
に
比
べ
、
問
屋
機
能
が
全
く

様
変
わ
り
し
、
ア
パ
レ
ル
産
業
の
集
積
を
目
指

す
当
初
の
目
標
は
縮
小
さ
れ
、
岐
阜
県
内
最
大

規
模
（
270
戸
）
の
住
宅
を
中
心
と
す
る
事
業
に

大
き
く
変
貌
し
た
。
住
宅
に
つ
い
て
は
自
治
会

関
係
者
か
ら
、
入
居
者
の
地
域
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
心
配
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
参
加
組
合

員
の
販
売
戦
略
も
あ
り
、
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ

ー
43
で
は
少
な
か
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
入

居
も
多
く
、
児
童
・
生
徒
が
住
む
新
し
い
居
住

区
が
誕
生
し
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
組
合

員
が
岐
阜
ら
し
さ
を
演
出
し
、
地
域
貢
献
の
一

助
に
し
た
い
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
に
陳
列
し

た
岐
阜
に
縁
の
あ
る
山
本
寛
斎
氏
作
の
女
神
の

オ
ブ
ジ
ェ
は
、
北
側
デ
ッ
キ
を
行
き
交
う
人
に

一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
る
。 

入
居
者
の
自
治
会
加
入
に
つ
い
て
は
、
学
区

自
治
会
連
合
会
か
ら
、
震
災
時
の
安
否
確
認
等

の
対
応
の
た
め
、
強
く
要
請
さ
れ
た
が
、
あ
く

ま
で
も
任
意
加
入
を
原
則
と
し
つ
つ
、
管
理
組

合
全
体
が
自
治
会
活
動
に
協
力
す
る
と
い
う
新

し
い
方
式
で
組
合
と
連
合
会
が
協
定
書
を
締
結

し
、
解
決
を
図
っ
た
。
自
治
会
活
動
へ
の
参
加

に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
岐
阜
ス

カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
が
自
立
性
を
確
保
し
つ
つ
、

地
域
と
協
調
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

②
岐
阜
県
内
初
の
特
定
業
務
代
行
者
の
導
入 

参
加
組
合
員
が
取
得
す
る
住
宅
の
他
に
、
事

業
採
算
性
の
確
保
の
た
め
に
、
権
利
床
と
し
て

計
画
さ
れ
た
業
務
床
以
外
に
、
業
務
保
留
床
を

計
画
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
平
成
二
十
年
頃
ま
で
業
務
床
の
処
分
に
つ

い
て
は
、
全
く
目
処
が
立
た
な
か
っ
た
。
市
街

地
再
開
発
組
合
の
設
立
以
降
、
事
業
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
た
め
、
特
定
業
務
代
行
者
の
導
入
を

決
定
し
、
全
国
に
公
募
し
た
。
そ
の
結
果
、
戸

田
建
設
㈱
か
ら
業
務
と
ホ
テ
ル
の
提
案
を
受
け
、

学
識
経
験
者
を
含
む
選
定
委
員
会
に
お
い
て
特

定
し
た
。
そ
の
後
、
建
設
費
及
び
保
留
床
処
分

金
の
調
整
に
合
意
し
、
岐
阜
県
下
で
は
初
め
て

の
特
定
業
務
代
行
者
を
導
入
し
た
事
業
と
な
っ

た
。 

③
行
政
の
積
極
的
支
援
と
柔
ら
か
な
都
市
計
画 

本
事
業
は
、
岐
阜
市
が
初
動
期
よ
り
、
財
政

的
に
も
人
的
に
も
長
く
支
援
を
し
続
け
て
き
た
。

行
政
担
当
者
と
一
緒
に
権
利
者
宅
や
店
舗
を
一

軒
一
軒
廻
り
、
話
し
を
聞
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
最
初
の
頃
は
、
「
で
き
る
も
の
か
！
ア

パ
レ
ル
を
潰
す
つ
も
り
か
！
」
と
強
い
口
調
で

追
い
返
さ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
行
政
が
常

に
権
利
者
対
応
に
同
行
し
、
粘
り
強
く
権
利
者

と
の
対
話
を
継
続
し
た
。
こ
う
し
た
長
年
の
蓄

積
が
、
合
意
形
成
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、

多
く
の
自
治
体
で
は
、
権
利
者
の
合
意
形
成
や

保
留
床
処
分
の
目
処
が
明
確
に
な
ら
な
い
と
都

市
計
画
決
定
や
組
合
設
立
を
容
認
し
な
い
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
岐
阜
市
に
お
い

て
は
、
そ
の
時
々
の
状
況
や
権
利
者
意
識
の
高

ま
り
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
都
市
計
画
の
決
定
や

変
更
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
全
て
の
地
区
で
そ

う
し
た
方
法
が
適
切
と
は
言
え
な
い
が
、
本
地

区
の
場
合
、
先
が
完
全
に
見
通
せ
な
い
状
況
で

も
事
業
を
進
め
る
リ
ス
ク
と
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮

し
、
行
政
が
手
続
き
を
進
め
な
が
ら
事
業
を
構

築
す
る
と
い
う
決
断
を
し
て
き
た
こ
と
が
事
業

を
前
進
さ
せ
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
ま
た
、

組
合
設
立
後
は
、
事
業
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た

め
、
保
留
床
処
分
や
岐
阜
大
学
の
誘
致
に
関
し

て
多
く
の
人
的
支
援
を
投
じ
て
い
る
。
隣
接
す

る
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
ー
43
の
事
業
化
が
本
地

区
の
役
員
を
は
じ
め
多
く
の
権
利
者
の
意
識
を

高
揚
さ
せ
、
事
業
化
に
繋
が
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
が
、
行
政
の
こ
う
し
た
見
え
な
い
部
分

の
力
は
事
業
成
立
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
岐
阜
市
の
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
、
再
開
発
事
業
に
苦
戦
し
て
い
る
地
方
都

市
や
今
後
、
再
開
発
を
担
当
す
る
岐
阜
市
職
員

の
規
範
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 ■
今
後
の
展
望 

①
ア
パ
レ
ル
産
業
活
性
化
・
賑
わ
い
空
間
創
出

の
目
標
と
現
実 

ス
ト
リ
ー
ト
に
計
画
し
た
ア
パ
レ
ル
店
舗

（
６
店
舗
）
は
、
着
工
後
も
ア
パ
レ
ル
の
活
性

化
を
め
ざ
し
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
店
舗
フ
ァ

サ
ー
ド
の
変
更
、
敷
地
内
通
路
の
充
実
の
た
め

の
変
更
が
さ
れ
た
。
し
か
し
、
工
事
期
間
中
の

経
済
情
勢
の
変
動
・
悪
化
は
、
仮
設
店
舗
で
営

業
す
る
ア
パ
レ
ル
営
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
、

現
在
、
開
業
し
た
店
舗
は
２
店
舗
と
い
う
厳
し

い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
の
回
復
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
周
辺
地
区
整
備
を
含
め
、
意
欲

の
あ
る
ア
パ
レ
ル
経
営
者
を
誘
致
し
、
ア
パ
レ

ル
店
舗
に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
の
形
成
を
急
ぐ
必 

                 

要
が
あ
る
。 

ま
た
、
２
階
商
業
施
設
で
も
、
８
区
画
の
う

ち
６
区
画
（
４
店
舗
）
が
開
業
、
２
区
画
が
空

き
店
舗
の
状
況
に
あ
る
。
大
規
模
な
店
舗
面
積

と
駐
車
場
を
有
す
る
郊
外
大
型
店
の
よ
う
な
形

態
が
望
め
な
い
岐
阜
市
の
中
心
市
街
地
に
あ
っ

て
は
、
生
活
圏
域
で
も
商
売
の
可
能
な
力
あ
る

個
店
を
集
め
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
再
開
発
に
よ
る
拠
点
形
成
が
、
徐
々

に
岐
阜
駅
前
の
賑
わ
い
に
繋
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
息
の
長
い
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。 

②
主
体
的
な
維
持
管
理
・
運
営
体
制
の
確
立 

再
開
発
は
単
に
箱
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、

権
利
者
が
築
い
て
き
た
有
形
・
無
形
の
資
産
を

次
の
時
代
に
引
き
継
げ
る
資
産
に
活
用
す
る
こ

と
に
あ
る
。
岐
阜
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ
37
は
、
平

成
二
十
四
年
八
月
に
二
十
年
と
い
う
歳
月
を
か

け
、
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
真
の
資
産

と
し
て
い
く
に
は
、
権
利
者
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
等
に
十
分
活
用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

権
利
者
が
自
立
・
主
体
的
に
維
持
管
理
・
運
営

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
様
々
な
議
論
・

活
動
を
通
し
て
設
立
さ
れ
た
ス
カ
イ
ウ
イ
ン
グ

37
開
発
が
安
定
的
な
収
益
の
確
保
と
維
持
管

理
・
運
営
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
再
開
発
事

業
の
み
で
は
達
成
で
き
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
諸

問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。 

平成 11 年３月の JR 高架事業の完成に始まり、平成 17 年５月に 

大岐阜ビル、平成 19 年９月に岐阜シティ・タワー43、平成 21 年

９月に岐阜駅北口駅前広場、そして平成 24 年８月に岐阜スカイウ

イング 37 が相次ぎ完成し、JR 岐阜駅前は変わり続けている。 
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